
 

 

 

 

 

 

  

 

令和５年度 再評価調書(第 1 回委員会分) 

 

資料３ 



No．１

１　事業の概要 担当：建設局道路建設部道路建設課

事業名 事業区間

延長又は面積 ： Ｌ＝396m 代表的な幅員 ： Ｗ＝16m 用地買収面積 ： Ａ＝3,256m2 全体事業費 ： Ｃ＝18.5億円

令和５年度　京都市公共事業評価（再評価）事業調書

街路事業　大津宇治線 伏見区石田内里町

事業の目的
及び概要

新しい歩道と走りやすい車道、安全・快適な道路づくり

　本路線は、国道１号（山科区大塚）と外環状線（宇治市六地蔵）を結ぶ南北幹線道路であり、名神高速道路付近から
合場川付近までの整備が完了しており、石田大山交差点で桃山石田線と交差している。
　本事業は、桃山石田線と合わせて拡幅整備することで、宇治方面から流入する車両を含めた自動車交通の円滑化を
図るとともに、歩道整備により、通学路・児童の移動経路の交通安全対策やバス待ち環境の改善等、安全で快適な歩
行空間の確保を図るものである。

＜整備のポイント＞

・道路を拡幅（約６m→１６m）

・右折レーンの設置

・両側に歩道を整備（幅３ｍ）

＜主な事業効果＞

・交通渋滞の緩和

・自動車の走行性向上

・歩行者の安全性向上

箇所図 断面図

京都高速道路新十条通

（稲荷山トンネル）

名神高速道路

府道大津淀線

（大岩街道）
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【現況】

【計画】

車道 車道

歩道歩道

路肩 路肩車道車道

至 黄檗山手線

石田大山交差点
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事業名 街路事業　大津宇治線

写真①

写真②

概略図
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２　事業の必要性等に関する視点 街路事業　大津宇治線
（１）　事業の進捗状況

道路整備 0.0 ％

用地買収 51.0 ％

その他

（設計費等）

前回　令和 ２（２０２０）

変更　令和１２（２０３０）
年度  ％

（事業認可最終年度）

（２）　事業を巡る社会経済情勢や地域状況等の変化

　
（３）　上位計画における事業の位置付け等

（４）　指標による評価 （便益と費用の単位：億円）

＝ 1.27 14.84

伏見区基本計画 安心安全に暮らせる環境の整備

事業の投資効果 費用便益分析 （B／C） 便益（Ｂ）　＝ 18.83 費用（Ｃ）　＝

・平成２７年７月　「京都市通学路交通安全プログラム」策定
・令和元年５月　滋賀県大津市において、散歩中の保育園児らが死傷する交通事故が発生
・令和３年３月　小学生と未就学児の子どもの交通安全対策について、より効果的・効率的に実施していくため、「京都市通学路・児童の移動経路交通安全プログラム」を策定

計画名 事業の位置付け（事業によって推進する施策・取組）

はばたけ未来へ！京プラン２０２５（京都市基本計画） 都市の活力・レジリエンスの向上に向けた道路整備や新たな道路利用の推進

京都市都市計画マスタープラン 幹線道路の整備や市域をまたぐ広域道路ネットワークの構築、ヒートアイランド現象の緩和（透水性舗装の活用等）

％
27.4

13.43 億円
（見込み）

進捗状況
事業計画の変更等

・前回再評価時（平成３０年度）の対応方針：「教育委員会、土木事務所及び警察署により構成される通学路安全推進部会において、交通安全対策（道路拡
幅）を講じるべき箇所として位置づけられているとともに、名神高速道路付近から伏見区石田の合場川付近までの完成済区間とつながることにより交通の円滑
化が図られることから、更なる事業進捗を図る。」
・土地の権利関係の整理に時間を要していたが、公図混乱箇所については地図訂正の手続を完了する等、用地買収の進捗に取り組んでいる。
・令和２年度に事業計画を変更した。（完成予定年度の延長及び総事業費の増額）

億円 10.93 億円

億円 0.50 億円 ―

完成予定

年度別事業費 ― 2.15 億円 1.00 億円 1.92 億円 残事業費

―
進捗率

（執行事業費）
― 11.6 ％ 17.0

未着手 1.38 億円 0.45 億円 0.11 億円 0.32

0.89 億円 1.60

2.00 億円
0m/396m

用地着手 平成２２（２０１０）年度 用地費 15.12 億円 1.70 億円

0.00 億円 0.00 億円 0.00 億円事業採択 平成２１（２００９）年度
（
内
訳
）

工事費 2.00 億円

1,659m
2
/3,256m

2

工事着手

令和４年度 令和５年度
令和６年度以降

進捗率（実施数量）

（決算額） （決算見込み） （予算額） 完了／全体
都市計画決定 昭和４６（１９７１）年度 全体事業費 18.50 億円

令和３年度まで
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３　事業進捗の見込みの視点

４　対応方針案 ※該当する項目は、□を■に変更

対応方針

【参考資料等】

事業の実施のめど
進捗の見通し等

・早期に事業効果の発現が見込める交差点付近の用地買収に取り組み、進捗率は前回（平成２９年度末時点）１６．８％から５１．０％に進捗した。
・令和４年６月に石田大山交差点（桃山石田線側）の暫定整備を実施し、本事業の合場橋交差点についても、令和６年度に右折レーンや歩道の暫定整備を予
定している。
・交差点付近の整備に集中的に取り組み、早期に事業効果を発現させつつ、引き続き用地買収等の事業進捗を図る。

　■　事業継続　　　□　事業中止　　　□　事業休止　　　□　事業再開

理由

　本事業は、桃山石田線と合わせて拡幅整備を行うことにより、宇治方面から流入する車両を含め自動車交通の円滑化を図るとともに、歩道整備により、通学
路・児童の移動経路の交通安全対策やバス待ち環境の改善等、安全で快適な歩行空間の確保を図るものである。
　事業効果が高い交差点付近の用地買収が進捗し、合場橋交差点の暫定整備を予定している。引き続き事業進捗を図り、連続した安全な歩道を整備するとと
もに円滑な交通を確保する必要がある。
　以上のことから、本事業の継続は妥当であると考える。

　≪合場橋交差点整備イメージ≫

横断歩道の設置

写真①

整備後イメージ

両側に歩道の整備

右折レーンの設置

バス停
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≪客観的評価指標≫ 街路事業　大津宇治線

（１）　京都市基本計画における政策の体系と政策分野 ※■は、下の（２）で有効と判断する評価指標がある政策分野

■　環境 □　市民生活とコミュニティ ■　市民生活の安全 □　スポーツ

□　産業・商業 □　農林業 □　大学

□　子ども・若者支援 □　地域福祉 □　健康長寿 ■　学校教育 □　生涯学習

■　危機管理・防災・減災 □　土地・空間利用と都市機能配置 □　景観 □　住宅 ■　道と公園・緑

■　消防・救急

（２）　事業の効果や必要性を評価するための指標　≪道路・街路事業≫

環境 ■

□

■

□

市民生活の安全 ■

■

観光 ■

□

障害者福祉 ■

学校教育 ■

危機管理・防災・減災 ■

□

■

□

歩くまち ■

地域防災力の向上 避難所・緊急避難場所・広域避難場所・避難救助拠点へのアクセスが向上 春日野小学校、春日丘中学校グラウンド

緊急輸送道路としての信頼性（災害時における安定的な通行等）が向上

主要な道路の通行止め時、代替道路として利用（リダンダンシー※の確保）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※多重化、代替手段・備えがある状態

事前通行規制区間（大雨による通行止め）等における通行止めの発生リスクの低下

公共交通優先のまちづくり 鉄道駅・バスターミナルへのアクセス向上や交通結節機能の強化等、公共交通利用を推進 京都市営地下鉄石田駅

外環状線に並行

す
こ
や
か

ユニバーサルデザインの普及促進 すべての人にとって安心・安全で利用しやすい、バリアフリーな公共施設を提供 歩道の拡幅・新設（バリアフリー基準に適合）

通学路の安全対策 通学路・児童の移動経路における交通安全性が向上、または新たな経路として利用 春日野小学校

活
性
化

京都観光の振興 主要な観光スポットへのアクセスが向上 醍醐寺

観光に関わる利便性向上やイメージアップ等、京都観光の振興に寄与

※該当する指標は、□を■に変更し、指標チェックの根拠を記入
　 計画変更等により、チェックが外れる場合は、■を□に変更し、外した理由を記入

政策分野とキーワード 指標（期待される効果）　※赤文字は主要項目 指標チェックの根拠又は外した理由

う
る
お
い

環境の保全・回復 自動車からのCO2（二酸化炭素）、NOX（窒素酸化物）、SPM（浮遊粒子状物質）の排出量削減 道路拡幅、交差点改良による渋滞緩和、走行性向上

自動車からの騒音の低減効果

交通事故防止の推進 人と車両との分離等、安全な歩行空間を確保 歩道の新設

走行位置の整理や見通し不良・視認性の改善等、交通安全性が向上 道路拡幅（直線状に整備）、交差点改良

市街地における雨水浸透を推進、ヒートアイランド現象の緩和や健全な水循環系の回復に寄与 透水性舗装の設置

都市の緑化を推進、ヒートアイランド現象の緩和や地球温暖化防止に寄与

すこやか ■　障害者福祉 □　保健衛生・医療

まちづくり
■　歩くまち □　建築物

■　くらしの水

うるおい □　人権・男女共同参画 □　文化

活性化 ■　観光 □　国際
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■

■

■

□

□

景観 □

道と公園・緑 ■

■

□

■

□

□

■

■

消防・救急 □

□

■

くらしの水 ■

■

■

□

特記事項

雨に強いまちづくり 市街地における雨水浸透を推進、雨水の流出を抑制 透水性舗装の設置

その他の効果や必要性
（事業特有の効果・新たな

指標の追加等）

道と公園・緑 都市計画施設の整備、都市における道路ネットワークを形成 都市計画道路の整備

道と公園・緑 宇治方面とのアクセス向上 宇治市域における黄檗山手線の完成

ま
ち
づ
く
り

袋路や細街路、密集住宅地等で、消防・救急活動に支障がある地域の解消

火災時の延焼遮断帯としての効果 幅員１２ｍ以上に拡幅

地域の主要な施設（区役所等の公共施設や大規模な生活利便施設等）へのアクセスが向上 伏見区役所醍醐支所

安心・安全なまちづくり 救急医療施設（二次）へのアクセスか向上

自動車交通の分散・転換や渋滞緩和等、生活道路に流入する通過交通を抑制

歩行者との分離や路面の整備等、自動車の走行快適性が向上 道路拡幅（直線状に整備）、歩道の新設

移動時間の短縮・ばらつき（渋滞による遅延等）の縮小等、到着時間の信頼性が向上 道路拡幅、交差点改良による渋滞緩和、走行性向上

重要物流道路の整備等、安定的な物流・輸送の確保に寄与

都市環境の向上 地域の主要渋滞箇所における渋滞緩和等、交通の混雑状況を改善 道路拡幅、交差点改良

高速道路・国道等と連携した広域的な道路ネットワークを形成、または補完路として利用

景観の保全・創出 景観を阻害する要因の除去や自然・歴史的な景観との調和等、良好な景観の保全・創出

円滑な移動・輸送の確保 幅員狭小・離合困難な箇所等の解消、または当該箇所の回避が可能 道路拡幅、交差点改良

歩行者との分離や走行位置の見える化等、自転車の走行快適性が向上 歩道の新設、自転車走行環境整備

土地・空間利用と
都市機能配置

土地利用の促進 沿道での開発等、土地利用の促進

魅力と活力のある都市づくり 地域資源の活用等、特色あるまちづくりに貢献

歩いて楽しいまちづくり 路線バスの時間信頼性（定時運行）の向上や新路線の設置等、バスの利便性が向上 京阪バス

自転車利用環境の向上 ゆとりある歩道幅員や路面の整備等、快適な歩行空間を提供 歩道の拡幅・新設、透水性舗装の設置
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≪費用便益分析（Ｂ／Ｃ）≫ ※該当する項目は、□を■に変更

事業名

Ｂ／Ｃ算出
Ｂ／Ｃ算出：前回評価時点から事業の効果・必要性・周辺環境に変化がなく、事業費の増加が
　　　　　　　 １０％以内の場合はＢ／Ｃ算出を省略、再評価の効率化を図る
　　　　　　　 （省略の場合、下の（１）～（４）は前回評価時点の内容）

（１）　算出条件

基準年 基準年：評価実施年度

供用年 供用年：完成年度

対象期間

算出手法

（２）　費用（Cost）
（単位：億円）

税込み 税抜き
現在価値：将来又は過去（対象期間）における金銭の価値を現在（基準年）の価値に換算した
　　　　　　　額（税抜き）

事業費 17.00 16.16

維持管理費 0.08 0.07

（３）　便益（Benefit）
（単位：億円）

便益額
便益額：事業実施に伴う各種効果のうち、現時点での知見により、計測及び金銭表現が可能
　　　　　 な効果（便益）の対象期間における合計額

現在価値　（Ｂ）

　特記事項（Ｂ／Ｃ算出不可の理由等）

（４）　費用便益比

Ｂ／Ｃ

18.83

1.27

現在価値

14.81

0.03

合計　（Ｃ） 14.84

44.96

費用便益分析マニュアル

街路事業　大津宇治線

□ あり （実施）　　　　■ なし（省略または算出不可）

平成３０（２０１８）年

令和３（２０２１）年

事業採択 ～ 供用後５０年
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No．２

１　事業の概要 担当：建設局道路建設部道路建設課

事業名 事業区間

延長又は面積 ： Ｌ＝364m 代表的な幅員 ： Ｗ＝16m 用地買収面積 ： Ａ＝2,678m2 全体事業費 ： Ｃ＝16億円

令和5年度　京都市公共事業評価（再評価）事業調書

街路事業　桃山石田線 伏見区石田森東町　～　伏見区石田内里町

事業の目的
及び概要

新しい歩道と走りやすい車道、安全・快適な道路づくり

　本路線は、国道２４号（伏見区桃山）と大津宇治線（伏見区石田）を結ぶ東西幹線道路であり、御陵六地蔵線から外
環状線までの整備が完了しており、石田大山交差点で大津宇治線と交差している。
　本事業は、大津宇治線と合わせて拡幅整備することで、宇治方面から流入する車両を含めた自動車交通の円滑化を
図るとともに、歩道整備により、通学路・児童の移動経路の交通安全対策等、安全で快適な歩行空間の確保を図るもの
である。

＜整備のポイント＞

・道路を拡幅（8m→16m）

・右折レーンの設置

・両側に歩道を整備（幅３ｍ）

箇所図 断面図

京都高速道路新十条通

（稲荷山トンネル）

名神高速道路

府道大津淀線

（大岩街道）

国道１号
外
環
状
線

東野駅

椥辻駅

小野駅

醍醐駅

六地蔵駅

山
科
川

旧
安
祥
寺
川

街
路
事
業

桃
山
石
田
線

石田駅
街
路
事
業

大
津
宇
治
線

合場川

至 国道２４号

＜主な事業効果＞

・交通渋滞の緩和

・自動車の走行性向上

・歩行者の安全性向上

1750 3250 3250 1750

100003000 3000

16000
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1.500%1.500% 1.000%1.000%

【現況】

【計画】

車道 車道歩道

歩道 歩道

路肩車道車道路肩

至 黄檗山手線
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事業名 街路事業　桃山石田線

概略図
写真①

写真②
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２　事業の必要性等に関する視点 街路事業　桃山石田線
（１）　事業の進捗状況

道路整備 20.1 ％

用地買収 45.6 ％

その他

（設計費等）

前回　令和２（２０２０）

変更　令和１１（２０２９）

年度  ％

（事業認可最終年度）

（２）　事業を巡る社会経済情勢や地域状況等の変化

（３）　上位計画における事業の位置付け等

（４）　指標による評価 （便益と費用の単位：億円）

＝ 1.03 13.99

令和３年度まで

億円

1,222m2/2,678m2

工事着手

令和４年度 令和５年度
令和６年度以降

進捗率（実施数量）

（決算額） （決算見込み） （予算額） 完了／全体
都市計画決定 昭和４６（１９７１）年度 全体事業費 16.00 億円

事業採択 平成２１（２００９）年度
（

内
訳
）

工事費 1.95

令和３（２０２１）年度

73m/364m

用地着手 平成２２（２０１０）年度 用地費 12.88 億円 6.37 億円

0.11 億円 0.23 億円 0.06 億円

1.17 ―

7.13 億円 0.58 億円 0.41 億円

億円

1.55 億円

0.65 億円

億円 5.88 億円

億円 0.45 億円0.06 億円 0.01

0.29 億円 0.34

京都市都市計画マスタープラン 幹線道路の整備や市域をまたぐ広域道路ネットワークの構築、ヒートアイランド現象の緩和(透水性舗装の活用等)

％
50.8

7.88 億円
（見込み）

進捗状況
事業計画の変更等

・前回再評価時（平成３０年度）の対応方針：「教育委員会、土木事務所及び警察署により構成される通学路安全推進部会において、交通安全対策（道路拡幅）
を講じるべき箇所として位置づけられているとともに、御陵六地蔵線から外環状線までの完成済区間とつながることにより交通の円滑化が図られることから、更な
る事業進捗を図る。」
・事業区間の中央付近にある集合住宅の用地買収について、権利者との調整及び合意形成に時間を要している。
・早期に事業効果の発現が見込める交差点付近の整備に取り組み、石田大山交差点の暫定整備を実施した。（令和４年度）
・令和２年度に事業計画を変更した。（完成予定年度の延長及び総事業費の増額）

48.2

・平成２７年７月　「京都市通学路交通安全プログラム」策定
・令和元年５月　滋賀県大津市において、散歩中の保育園児らが死傷する交通事故が発生
・令和３年３月　小学生と未就学児の子どもの交通安全対策について、より効果的・効率的に実施していくため、「京都市通学路・児童の移動経路交通安全プログラム」を策定。

計画名 事業の位置付け（事業によって推進する施策・取組）

はばたけ未来へ！京プラン２０２５（京都市基本計画） 都市の活力・レジリエンスの向上に向けた道路整備や新たな道路利用の推進

44.6 ％

完成予定

残事業費

―
進捗率

（執行事業費）
―

年度別事業費 ―

伏見区基本計画 安心安全に暮らせる環境の整備

事業の投資効果 費用便益分析 （B／C） 便益（Ｂ）　＝ 14.44 費用（Ｃ）　＝
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３　事業進捗の見込みの視点

４　対応方針案 ※該当する項目は、□を■に変更

対応方針

【参考資料等】

事業の実施のめど
進捗の見通し等

・用地買収の進捗率は前回（平成２９年度末時点）２１．２％から４５．６％に進捗しており、石田大山交差点に続けて暫定整備を予定している石田森東交差点
（外環状線側）付近は８０．２％まで進捗している。
・交差点付近の整備に集中的に取り組み、早期に事業効果を発現させつつ、引き続き用地買収等の事業進捗を図る。

　■　事業継続　　　□　事業中止　　　□　事業休止　　　□　事業再開

理由

　本事業は、大津宇治線と合わせて拡幅整備を行うことにより、宇治方面から流入する車両を含め自動車交通の円滑化を図るとともに、歩道整備により、通学
路・児童の移動経路の交通安全対策等、安全で快適な歩行空間の確保を図るものである。
　石田大山交差点の暫定整備により、事業効果が発現するなか、引き続き事業進捗を図り、連続した安全な歩道を整備するとともに円滑な交通を確保する必要
がある。
　以上のことから、本事業の継続は妥当であると考える。

写真①

写真②

石田大山交差点

整備後イメージ

暫定整備後(令和４年度)

石田森東交差点

≪桃山石田線における各交差点の整備状況
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≪客観的評価指標≫ 街路事業　桃山石田線

（１）　京都市基本計画における政策の体系と政策分野 ※■は、下の（２）で有効と判断する評価指標がある政策分野

■　環境 □　市民生活とコミュニティ ■　市民生活の安全 □　スポーツ

□　産業・商業 □　農林業 □　大学

□　子ども・若者支援 □　地域福祉 □　健康長寿 ■　学校教育 □　生涯学習

■　危機管理・防災・減災 □　土地・空間利用と都市機能配置 □　景観 □　住宅 ■　道と公園・緑

■　消防・救急

（２）　事業の効果や必要性を評価するための指標　≪道路・街路事業≫

環境 ■

□

■

□

市民生活の安全 ■

■

観光 ■

□

障害者福祉 ■

学校教育 ■

危機管理・防災・減災 ■

□

■

□

歩くまち ■

地域防災力の向上 避難所・緊急避難場所・広域避難場所・避難救助拠点へのアクセスが向上 春日野小学校、春日丘中学校グラウンド

緊急輸送道路としての信頼性（災害時における安定的な通行等）が向上

主要な道路の通行止め時、代替道路として利用（リダンダンシー※の確保）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※多重化、代替手段・備えがある状態

事前通行規制区間（大雨による通行止め）等における通行止めの発生リスクの低下

公共交通優先のまちづくり 鉄道駅・バスターミナルへのアクセス向上や交通結節機能の強化等、公共交通利用を推進 京都市営地下鉄石田駅

外環状線に並行

す
こ
や
か

ユニバーサルデザインの普及促進 すべての人にとって安心・安全で利用しやすい、バリアフリーな公共施設を提供 歩道の拡幅・新設（バリアフリー基準に適合）

通学路の安全対策 通学路・児童の移動経路における交通安全性が向上、または新たな経路として利用 春日野小学校

活
性
化

京都観光の振興 主要な観光スポットへのアクセスが向上 醍醐寺

観光に関わる利便性向上やイメージアップ等、京都観光の振興に寄与

※該当する指標は、□を■に変更し、指標チェックの根拠を記入
　 計画変更等により、チェックが外れる場合は、■を□に変更し、外した理由を記入

政策分野とキーワード 指標（期待される効果）　※赤文字は主要項目 指標チェックの根拠又は外した理由

う
る
お
い

環境の保全・回復 自動車からのCO2（二酸化炭素）、NOX（窒素酸化物）、SPM（浮遊粒子状物質）の排出量削減 道路拡幅、交差点改良による渋滞緩和、走行性向上

自動車からの騒音の低減効果

交通事故防止の推進 人と車両との分離等、安全な歩行空間を確保 歩道の新設

走行位置の整理や見通し不良・視認性の改善等、交通安全性が向上 道路拡幅（直線状に整備）、交差点改良

市街地における雨水浸透を推進、ヒートアイランド現象の緩和や健全な水循環系の回復に寄与 透水性舗装の設置

都市の緑化を推進、ヒートアイランド現象の緩和や地球温暖化防止に寄与

すこやか ■　障害者福祉 □　保健衛生・医療

まちづくり
■　歩くまち □　建築物

■　くらしの水

うるおい □　人権・男女共同参画 □　文化

活性化 ■　観光 □　国際
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■

■

■

□

□

景観 □

道と公園・緑 ■

■

□

■

□

□

■

■

消防・救急 □

□

■

くらしの水 ■

■

■

□

特記事項

雨に強いまちづくり 市街地における雨水浸透を推進、雨水の流出を抑制 透水性舗装の設置

その他の効果や必要性
（事業特有の効果・新たな

指標の追加等）

道と公園・緑 都市計画施設の整備、都市における道路ネットワークを形成 都市計画道路の整備

道と公園・緑 宇治方面とのアクセス向上 宇治市域における黄檗山手線の完成

ま
ち
づ
く
り

袋路や細街路、密集住宅地等で、消防・救急活動に支障がある地域の解消

火災時の延焼遮断帯としての効果 幅員１２ｍ以上に拡幅

地域の主要な施設（区役所等の公共施設や大規模な生活利便施設等）へのアクセスが向上 伏見区役所醍醐支所

安心・安全なまちづくり 救急医療施設（二次）へのアクセスか向上

自動車交通の分散・転換や渋滞緩和等、生活道路に流入する通過交通を抑制

歩行者との分離や路面の整備等、自動車の走行快適性が向上 道路拡幅（直線状に整備）、歩道の新設

移動時間の短縮・ばらつき（渋滞による遅延等）の縮小等、到着時間の信頼性が向上 道路拡幅、交差点改良による渋滞緩和、走行性向上

重要物流道路の整備等、安定的な物流・輸送の確保に寄与

都市環境の向上 地域の主要渋滞箇所における渋滞緩和等、交通の混雑状況を改善 道路拡幅、交差点改良

高速道路・国道等と連携した広域的な道路ネットワークを形成、または補完路として利用

景観の保全・創出 景観を阻害する要因の除去や自然・歴史的な景観との調和等、良好な景観の保全・創出

円滑な移動・輸送の確保 幅員狭小・離合困難な箇所等の解消、または当該箇所の回避が可能 道路拡幅、交差点改良

歩行者との分離や走行位置の見える化等、自転車の走行快適性が向上 歩道の新設、自転車走行環境整備

土地・空間利用と
都市機能配置

土地利用の促進 沿道での開発等、土地利用の促進

魅力と活力のある都市づくり 地域資源の活用等、特色あるまちづくりに貢献

歩いて楽しいまちづくり 路線バスの時間信頼性（定時運行）の向上や新路線の設置等、バスの利便性が向上 京阪バス

自転車利用環境の向上 ゆとりある歩道幅員や路面の整備等、快適な歩行空間を提供 歩道の拡幅・新設、透水性舗装の設置
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≪費用便益分析（Ｂ／Ｃ）≫ ※該当する項目は、□を■に変更

事業名

Ｂ／Ｃ算出
Ｂ／Ｃ算出：前回評価時点から事業の効果・必要性・周辺環境に変化がなく、事業費の増加が
　　　　　　　 １０％以内の場合はＢ／Ｃ算出を省略、再評価の効率化を図る
　　　　　　　 （省略の場合、下の（１）～（４）は前回評価時点の内容）

（１）　算出条件

基準年 基準年：評価実施年度

供用年 供用年：完成年度

対象期間

算出手法

（２）　費用（Cost）
（単位：億円）

税込み 税抜き
現在価値：将来又は過去（対象期間）における金銭の価値を現在（基準年）の価値に換算した
　　　　　　　額（税抜き）

事業費 16.00 14.63

維持管理費 0.24 0.22

（３）　便益（Benefit）
（単位：億円）

便益額
便益額：事業実施に伴う各種効果のうち、現時点での知見により、計測及び金銭表現が可能
　　　　　 な効果（便益）の対象期間における合計額

現在価値　（Ｂ）

　特記事項（Ｂ／Ｃ算出不可の理由等）

（４）　費用便益比

Ｂ／Ｃ

費用便益分析マニュアル

街路事業　桃山石田線

■ あり （実施）　　　　□ なし（省略または算出不可）

令和５（２０２３）年

令和１１（２０２９）年

事業採択 ～ 供用後５０年

14.44

1.03

現在価値

13.91

0.08

合計　（Ｃ） 13.99

32.38

資料3－P14



No．４

１　事業の概要 担当：建設局土木管理部河川整備課

事業名 事業区間

延長又は面積 ： Ｌ＝2,000m 代表的な幅員 ： Ｗ＝17.4m 用地買収面積 ： Ａ＝21,100m2 全体事業費 ： Ｃ＝123.44億円

令和５年度　京都市公共事業評価（再評価）事業調書

河川事業　西羽束師川支川 伏見区羽束師古川町～伏見区久我森の宮町

事業の目的
及び概要

西羽束師川支川の安心・安全が向上します

　一級河川西羽束師川（本川及び支川）は、西山丘陵の山地水と桂川右岸一帯に広がる田園地帯の排水を桂川に注
ぐ、低平地の緩やかな河川である。西羽束師川本川は既に改修が完了しているが、支川は現況流下能力が未だ低く、
流域全体を見据えた治水安全度の向上が必要である。
　本事業は、支川の河川断面の拡幅や平面線形の改良（河川の付け替え）を行い、流下能力の向上を図るものであ
る。

Ｎ

令和３年度まで

令和３～４年度

令和４～５年度

令和５～６年度以降

箇所図 概略図

＜主な事業効果＞

・治水安全度の向上

・浸水被害リスクの低下

＜整備のポイント＞

・河川を付け替えて屈曲形状を修正

・隣接する道路の整備事業と連携

（新古川橋～外環状線間）

外環状線

国
道
１
号

西
羽
束
師
川

西
羽
束
師
川
支
川

伏見向日線

桂
川

東
海
道
新
幹
線

Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線

長岡京駅
運転免許

試験場

河川事業
西羽束師川支川

西羽束師

排水機場

久世ポンプ場

新古川橋

前川橋

北志水橋

畷橋

※2

※1

※：写真撮影箇所

※3
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２　事業の必要性等に関する視点 河川事業　西羽束師川支川
（１）　事業の進捗状況

河川改修 33.0 ％

用地買収 81.6 ％

その他

（設計費等）

　令和１１（２０２９）
年度  ％

（事業告示最終年度）

（２）　事業を巡る社会経済情勢や地域状況等の変化

（３）　上位計画における事業の位置付け等

（４）　指標による評価 （便益と費用の単位：億円）

＝ 8.39 230.20

一級河川の整備～国や京都府と進める川づくり～

― 68.1

事業の投資効果 費用便益分析 （B／C） 便益（Ｂ）　＝ 1,931.70 費用（Ｃ）　＝

京都市河川整備方針

京都市都市計画マスタープラン 河川の改修や雨水幹線の整備等による浸水対策の推進

％
72.5

33.98 億円
（見込み）

進捗状況
事業計画の変更等

・前回再評価時（平成３０年度）の対応方針：「本河川流域の上流部において、浸水被害が頻繁に発生している状況であることから、更なる事業進捗を図る。」
・河川改修は下流側から順次、護岸工事等を実施している。河川の付け替えに伴う、新古川橋の橋りょう工事が平成３０年度に完成する等、事業進捗を図り、令
和４年度末時点で西羽束師川合流部から６６０ｍまで工事を実施した。
・現在、護岸工事を実施している箇所から上流側、外環状線までの用地買収が完了している。

・近年、気候変動の影響により、水災害が激甚化・頻発化している。
・本河川においても過去に浸水被害が発生していることから、早期の整備が求められている。

計画名 事業の位置付け（事業によって推進する施策・取組）

はばたけ未来へ！京プラン２０２５（京都市基本計画） 雨に強いまちづくりを推進する河川・雨水幹線の整備等

完成予定

年度別事業費 ― 84.08 億円 2.28 億円 3.10 億円 残事業費

―
進捗率

（執行事業費）
％ 70.0

億円

17,208m2/21,100m2
億円 3.77 億円

億円 3.98 億円 ―億円 9.87 億円 0.01 億円 0.19

0.00 億円 0.00

事業採択 昭和６１（１９８６）年度
（

内
訳
）

工事費 63.25

平成２（１９９０）年度

26.23 億円
660m/2,000m

用地着手 昭和６１（１９８６）年度 用地費 46.14 億円 42.37 億円

31.84 億円 2.27 億円 2.91 億円

工事着手 14.05

都市計画決定 - 全体事業費 123.44 億円
令和４年度 令和５年度

令和６年度以降
進捗率（実施数量）

（決算額） （決算見込み） （予算額） 完了／全体

令和３年度まで
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３　事業進捗の見込みの視点

４　対応方針案 ※該当する項目は、□を■に変更

対応方針

【参考資料等】

事業の実施のめど
進捗の見通し等

　現在、護岸工事を実施している新古川橋から外環状線までの区間については、用地買収が完了しており、令和１１年度の護岸工事完成を目指して、引き続き
進捗を図る。
　また、当該区間は本事業と隣接して道路整備事業を実施しており、工事間の調整を図りながら取り組んでいく。

　■　事業継続　　　□　事業中止　　　□　事業休止　　　□　事業再開

理由

　本事業は、河川断面を拡幅する等の河川改修を行い、流下能力の向上を図るものである。
　本河川の流域では、市街化が進行していることや、近年、水災害が激甚化・頻発化していることから、河川改修による事業効果を早期に発現させる必要があ
る。
　以上のことから、本事業の事業継続は妥当であると考える。

標準横断図

護岸工（令和２年度施工箇所）※1 新古川橋（平成２９～３０年度施工箇所）※2

新古川橋
着手前

完成後

旧河川

付替後河川

河川の付け替え※3
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≪客観的評価指標≫ 河川事業　西羽束師川支川

（１）　京都市基本計画における政策の体系と政策分野 ※■は、下の（２）で有効と判断する評価指標がある政策分野

■　環境 □　市民生活とコミュニティ □　市民生活の安全 □　スポーツ

□　産業・商業 ■　農林業 □　大学

□　子ども・若者支援 □　地域福祉 □　健康長寿 □　学校教育 □　生涯学習

■　危機管理・防災・減災 ■　土地・空間利用と都市機能配置 □　景観 □　住宅 ■　道と公園・緑

□　消防・救急

（２）　事業の効果や必要性を評価するための指標　≪河川事業≫

環境 ■

□

市民生活とコミュニティ □

□

観光 □

農林業 ■

□

危機管理・防災・減災 ■

■

■

■

■

■

歩くまち □

■

浸水想定区域の面積推計　≪６３．５ha≫ 想定条件：１０年に1度の降雨確率で発生する大雨

土地利用の促進

うるおい □　人権・男女共同参画 □　文化

活性化 □　観光 □　国際

地域コミュニティの活性化 地域の交流機会が増える、居場所や活動の場として利用

政策分野とキーワード 指標（期待される効果）　※赤文字は主要項目 指標チェックの根拠又は外した理由

環境の保全・回復 多様な生物が生息・生育・繁殖する自然環境の保全・再生 河床を土で埋め戻し

すこやか □　障害者福祉 □　保健衛生・医療

まちづくり
■　歩くまち □　建築物

■　くらしの水

※該当する指標は、□を■に変更、指標チェックの根拠を記入
　 計画変更等により、チェックが外れる場合は、■を□変更、外した理由を記入

土地・空間利用と
都市機能配置

浸水想定区域の人口推計　≪５，１７０人≫

≪水害の被害指標≫ 過去に発生した浸水被害　≪１回≫

浸水被害の発生リスクの低下、土地利用の促進 治水安全度の向上

浸水想定区域の主要な道路・鉄道　≪一般府道水垂上桂線、一般市道外環状線≫

浸水想定区域の災害時要援護者数の推計　≪１，３１３人≫

浸水想定区域の医療・社会福祉・防災拠点施設　≪３箇所≫

歩いて楽しいまちづくり 河川沿いの散策道の整備等、水辺の歩行空間を提供

農林業関連施設の更新等、作業環境の安定に寄与

都市の緑化を推進、ヒートアイランド現象の緩和や地球温暖化防止に寄与
う
る
お
い

地域活動への参加を促す、きっかけ・仕組みづくりに寄与

京都観光の振興 観光に関わる利便性向上やイメージアップ等、京都観光の振興に寄与

事業環境の安定 浸水被害の発生リスクの低下、経営の安定に寄与 治水安全度の向上
活
性
化
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□

景観 □

道と公園・緑 ■

消防・救急 □

□

くらしの水 ■

■

■

□

■

□

■

□

□

ま
ち
づ
く
り

雨に強いまちづくり

関連する雨水幹線や下水道の整備と連携、総合治水対策を推進 西羽束師川総合治水計画

水と共に生きるまちづくり 浸水被害の発生リスクの低下、不安の軽減効果 治水安全度の向上

大雨時に雨水を一時的に貯留等、雨水の流量調整効果

≪整備計画の指標≫ 整備目標（計画流量）に対する、整備前の流下能力　≪最も厳しい部分で、約１１％≫

親しみやすい水辺空間の創出

流域の治水安全度が向上 １０年に1度の降雨確率で発生する大雨に対応

安心・安全なまちづくり

特記事項

その他の効果や必要性
（事業特有の効果・新たな

指標の追加等）

道と公園・緑 関連事業（道路整備）による地域の利便性向上 新古川橋～外環状線間

消火用水として利用等、火災時の消防活動をサポート

火災時の延焼遮断帯としての効果

景観の保全・創出 景観を阻害する要因の除去や自然・歴史的な景観との調和等、良好な景観の保全・創出

都市環境の向上 事業区域内の道路・公園等のインフラを再整備、都市環境の向上に寄与 橋の架け替え（新古川橋等）

魅力と活力のある都市づくり 地域資源の活用等、特色あるまちづくりに貢献
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≪費用便益分析（Ｂ／Ｃ）≫ ※該当する項目は、□を■に変更

事業名

Ｂ／Ｃ算出
Ｂ／Ｃ算出：前回評価時点から事業の効果・必要性・周辺環境に変化がなく、事業費の増加が
　　　　　　　 １０％以内の場合はＢ／Ｃ算出を省略、再評価の効率化を図る
　　　　　　　 （省略の場合、下の（１）～（４）は前回評価時点の内容）

（１）　算出条件

基準年 基準年：評価実施年度

供用年 供用年：完成年度

対象期間

算出手法

（２）　費用（Cost）
（単位：億円）

税込み 税抜き
現在価値：将来又は過去（対象期間）における金銭の価値を現在（基準年）の価値に換算した
　　　　　　　額（税抜き）

事業費 123.40 116.50

維持管理費 0.60 0.60

（３）　便益（Benefit）
（単位：億円）

便益額
便益額：事業実施に伴う各種効果のうち、現時点での知見により、計測及び金銭表現が可能
　　　　　 な効果（便益）の対象期間における合計額

現在価値　（Ｂ）

　特記事項（Ｂ／Ｃ算出不可の理由等）

（４）　費用便益比

Ｂ／Ｃ

治水経済調査マニュアル（案）

河川事業　西羽束師川支川

□ あり （実施）　　　　■ なし（省略または算出不可）

平成３０（２０１８）年

令和１２（２０３０）年

事業採択 ～ 供用後５０年

1,931.70

8.39

現在価値

230.00

0.20

合計　（Ｃ） 230.20

3,020.10
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No．５

１　事業の概要 担当：建設局都市整備部南部区画整理事務所

事業名 事業区間

延長又は面積 ： Ａ＝104.5ha 道路築造延長 ： Ｌ＝14,657m 仮換地面積 ： Ａ＝719,633m2 全体事業費 ： Ｃ＝181.57億円

令和５年度　京都市公共事業評価（再評価）事業調書

土地区画整理事業　伏見西部第三地区 伏見区横大路三栖池田屋敷町他

事業の目的
及び概要

道路や公園等の公共施設と宅地のバランスがとれた総合的なまちづくり

　伏見西部地区は桂川と東高瀬川及び宇治川に挟まれた、北は名神高速道路、南は京都競馬場付近までの縦長の形
をしたエリアで、南北に国道１号が縦貫している。土地区画整理事業はエリアを５つの地区に分け、北側から順次実施
しており、第三地区は伏見西部地区の中間部にあたる。
　本事業は、隣接する地区と一体的に、都市計画道路油小路通をはじめとする道路や水路、公園等の公共施設の整
備改善を図り、無秩序な都市化を抑制し、健全なまちづくりを行うものである。

令和３年度まで

令和４年度

令和５年度

令和６年度以降

仮換地指定を示す

概略図

＜主な事業効果＞

・健全な市街地の形成

・生活環境の改善

・土地利用の高度化

Ｎ
箇所図

東
高
瀬
川

外環状線

国
道
１
号

第
二
京
阪
道
路

京都

競馬場

宇治川

中書島駅

油
小
路
通

桂川

至 名神高速道路

土地区画整理事業

伏見西部第三地区

伏見西部

第四地区

伏見西部

第五地区

＜整備のポイント＞

・油小路通（幅５０ｍ）を整備

・地区の９９％が工業地域

Ｎ

写真①

写真②

写真③

第一

第二

第三

第五

名神高速道路

京都競馬場

第四
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２　事業の必要性等に関する視点 土地区画整理事業　伏見西部第三地区
（１）　事業の進捗状況

道路築造 91.1 ％

仮換地指定 98.1 ％

その他

（設計費等）

前回　令和　５（２０２３）

変更　令和１５（２０３３）
年度  ％

（事業認可最終年度）

（２）　事業を巡る社会経済情勢や地域状況等の変化

（３）　上位計画における事業の位置付け等

（４）　指標による評価 （便益と費用の単位：億円）

＝ 1.23 728.16

令和４年度 令和５年度
令和６年度以降

進捗率（実施数量）

（決算額） （決算見込み） （予算額） 完了／全体
都市計画決定 昭和４６（１９７１）年度 全体事業費 181.57 億円

令和３年度まで

6.47 億円
13,351m/14,657m

工事着手 昭和６２（１９８７）年度 ― ― 億円 ― 億円

107.55 億円 0.13 億円 1.76 億円事業採択 昭和５９（１９８４）年度
（

内
訳
）

工事費 115.91 億円

706,163m2/719,633m2

仮換地指定
（第１次指定）

65.66 億円 55.31 億円 0.65 億円 0.31

― 億円 ― 億円 ― 億円

億円 9.39 億円 ―

完成予定

年度別事業費 ― 162.86 億円 0.78 億円 2.07 億円 残事業費

―
進捗率

（執行事業費）
― 89.7 ％ 90.1

平成元（１９８９）年度

・平成３１年４月に阪神高速８号京都線がＮＥＸＣＯ西日本及び京都市へ移管された。ＮＥＸＣＯ区間は第二京阪道路へ編入され、京都市区間（稲荷山トンネル）は無料化された。ま
た、ＮＥＸＣＯへの移管に合わせて、名神高速道路と第二京阪道路を接続する（仮称）京都南ＪＣＴ事業が進められている。
・新名神高速道路の大津～城陽間（令和６年度開通予定）、八幡京田辺～高槻間（令和９年度開通予定）で工事が行われており、広域道路ネットワークの整備が進んでいる。

計画名 事業の位置付け（事業によって推進する施策・取組）

はばたけ未来へ！京プラン２０２５（京都市基本計画） 魅力と活力を高める市街地整備の推進

京都市都市計画マスタープラン 土地区画整理事業の推進

％
91.3

15.86 億円
（見込み）

進捗状況
事業計画の変更等

・前回再評価時（平成３０年度）の対応方針：「これまでの取組により、油小路通等の都市計画道路はすべて完成する等、事業の最終段階に差し掛かっている。
また、土地利用が進む等、事業効果が発現していることから、更なる事業進捗を図る。」
・第三、第四地区にまたがる５号水路は第三地区で唯一の未整備水路であるが、第四地区側の大型工場の移転が完了し、令和４年度に工事着手した。
・令和元年度（区画道路の線形見直し）及び令和４年度（完成予定年度の延長、区画道路及び水路の一部廃止等）に事業計画を変更した。

京都市都市計画マスタープラン　地域まちづくり構想 横大路地域（快適で安心・安全な居住環境の整備、住工共存のまちづくり）

伏見ルネッサンスプラン 快適で利便性の高い生活環境づくり

事業の投資効果 費用便益分析 （B／C） 便益（Ｂ）　＝ 898.34 費用（Ｃ）　＝
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３　事業進捗の見込みの視点

４　対応方針案 ※該当する項目は、□を■に変更

対応方針

【参考資料等】

事業の実施のめど
進捗の見通し等

　■　事業継続　　　□　事業中止　　　□　事業休止　　　□　事業再開

理由

　本事業（第三地区）は、既に事業が完了した第一、第二地区及び事業中の第四、第五地区と一体的に、伏見西部地区の無秩序な都市化を抑制し、健全なま
ちづくりを行うものである。本事業においては、油小路通等の都市計画道路はすべて完成し、令和４年度には唯一の未整備水路の工事にも着手した。また、地
区内は土地利用が進んでおり、引き続き、整備効果を発現させながら、事業完了に向けて進捗を図る必要がある。
　以上のことから、本事業の継続は妥当であると考える。

　令和４年度末時点の進捗率は仮換地指定が９８．１％、道路整備は９１．１％に達している。水路整備についても、第四地区側の大型工場の地権者と協議を重
ねた結果、令和３年度に移転が完了し、令和４年度から５号水路の工事に着手した。国道１号に接続する区画道路３８号等の未整備道路について、令和元年度
に交差点形状の改良等の事業計画変更を行い、工事着手に向けた地元協議等を進めている。また、宅地化率が８４．４％に進捗し、土地利用が進んでいる。
　今後もこれらの取組みを進めるとともに、残りの仮換地指定及び未整備の区画道路・水路等を早期に完成させていく。

※仮換地指定：将来（換地後）の土地の位置、範囲を仮に指定すること。　宅地化率：公共施設以外の土地のうち、建築等で利用されている土地の割合。

① 油小路通と京都高速道路油小路線 ② 下三栖城ノ前公園 ③ 地区内に立地している大規模工場、

流通業務用倉庫等
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土地区画整理事業　伏見西部第三地区

（１）　京都市基本計画における政策の体系と政策分野 ※■は、下の（２）で有効と判断する評価指標がある政策分野

■　環境 ■　市民生活とコミュニティ ■　市民生活の安全 □　スポーツ

■　産業・商業 □　農林業 □　大学

■　子ども・若者支援 □　地域福祉 □　健康長寿 ■　学校教育 □　生涯学習

■　危機管理・防災・減災 ■　土地・空間利用と都市機能配置 □　景観 ■　住宅 ■　道と公園・緑

■　消防・救急

（２）　事業の効果や必要性を評価するための指標　≪土地区画整理事業≫

環境 ■

■

市民生活とコミュニティ ■

市民生活の安全 ■

産業・商業 ■

観光 □

子ども・若者支援 ■

障害者福祉 ■

学校教育 ■

危機管理・防災・減災 ■

■

歩くまち ■

■

■

■

ゆとりある歩道幅員や路面の整備等、快適な歩行空間を提供 歩道の新設・拡幅、段差の解消

土地・空間利用と
都市機能配置

土地利用の促進 無秩序な都市化を抑制、計画的・効率的な土地利用に寄与 整備面積104.5ha

魅力と活力のある都市づくり 区画が整った利用価値の高い土地を創出 街区の再編

地域防災力の向上 袋路・細街路の解消や移動経路の多重化等、地域防災力の向上 街区の再編

災害時の避難場所または避難経路として利用 公園の新築、区画道路網の整備

公共交通優先のまちづくり 鉄道駅・バスターミナルへのアクセス向上や交通結節機能の強化等、公共交通利用を推進 横大路車庫

歩いて楽しいまちづくり

す
こ
や
か

子育てしやすい環境づくり 学校や公園等が身近にある、子育てしやすい住環境の創出 公園の整備

ユニバーサルデザインの普及促進 すべての人にとって安心・安全で利用しやすい、バリアフリーな公共施設を提供 都市計画道路に歩道を新設（バリアフリー基準に適合）

通学路の安全対策 通学路・児童の移動経路における交通安全性が向上、または新たな経路として利用 横大路小学校

活
性
化

事業環境の向上 新たな産業用地の創出等、産業・商業の振興 整備面積104.5ha(地区の９９％が工業地域)

京都観光の振興 観光に関わる利便性向上やイメージアップ等、京都観光の振興に寄与

公園整備や街路樹の植樹

地域コミュニティの活性化 地域の交流機会が増える、居場所や活動の場として利用 公園整備

交通事故防止の推進 人と車両との分離等、安全な歩行空間を確保 都市計画道路に歩道を設置

※該当する指標は、□を■に変更、指標チェックの根拠を記入
　 計画変更等により、チェックが外れる場合は、■を□変更、外した理由を記入

政策分野とキーワード 指標（期待される効果）　※赤文字は主要項目 指標チェックの根拠又は外した理由

う
る
お
い

環境の保全・回復 市街地における雨水浸透を推進、ヒートアイランド現象の緩和や健全な水循環系の回復に寄与 歩道に透水性舗装を採用

都市の緑化を推進、ヒートアイランド現象の緩和や地球温暖化防止に寄与

すこやか ■　障害者福祉 □　保健衛生・医療

まちづくり
■　歩くまち ■　建築物

■　くらしの水

うるおい □　人権・男女共同参画 □　文化

活性化 □　観光 □　国際
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■

■

■

■

■

建築物、住宅 ■

■

道と公園・緑 ■

□

■

■

消防・救急 ■

■

くらしの水 ■

■

□

□

□

特記事項

市街地における雨水浸透を推進、雨水の流出を抑制 歩道に透水性舗装を採用

その他の効果や必要性
（事業特有の効果・新たな

指標の追加等）

火災時の延焼遮断帯としての効果 幅員１２ｍ以上の道路整備

雨に強いまちづくり 事業区域内の河川・水路等の整備、浸水被害の発生リスクが低下 水路の整備

上下水道やガス等の供給施設を面的に整備、都市施設の充実化に寄与 道路整備に合わせて上下水道、ガスの整備

安心・安全なまちづくり 袋路や細街路、密集住宅地等で、消防・救急活動に支障がある地域の解消 袋路の解消

地域の主要渋滞箇所における渋滞緩和等、交通の混雑状況を改善

公園や緑地の整備等、快適な都市環境の創出・向上 公園整備

新たな住宅用地の創出等、良質な住宅の供給に寄与 整備面積104.5ha

都市環境の向上 事業区域内の都市計画道路を整備、都市計画道路網の形成を推進 油小路通

新たな産業用地の創出等、雇用促進に寄与 整備面積104.5ha

建築物・住宅の良質化 既存建築物の建て替え促進等、建築物・住宅の良質化に寄与 既存建物の更新

接道義務への適合や利用価値の上昇等、土地の資産価値が向上 街区の再編

新たな住宅用地の創出等、定住促進に寄与 整備面積104.5haま
ち
づ
く
り

土地の境界や登記等の権利関係が明確になった、安定的・安心な土地を提供 街区の再編

街区や町界・町名・地番の整理等、土地の配置を明確化、移動・輸送の効率化に寄与 街区の再編
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≪費用便益分析（Ｂ／Ｃ）≫ ※該当する項目は、□を■に変更

事業名

Ｂ／Ｃ算出
Ｂ／Ｃ算出：前回評価時点から事業の効果・必要性・周辺環境に変化がなく、事業費の増加が
　　　　　　　 １０％以内の場合はＢ／Ｃ算出を省略、再評価の効率化を図る
　　　　　　　 （省略の場合、下の（１）～（４）は前回評価時点の内容）

（１）　算出条件

基準年 基準年：評価実施年度

供用年 供用年：完成年度

対象期間

算出手法

（２）　費用（Cost）
（単位：億円）

税込み 税抜き
現在価値：将来又は過去（対象期間）における金銭の価値を現在（基準年）の価値に換算した
　　　　　　　額（税抜き）

事業費 198.05 183.38

維持管理費 7.56 7.00

公共用地増加分に
相当する用地費

－ 12,389.00

（３）　便益（Benefit）
（単位：億円）

便益額
便益額：事業実施に伴う各種効果のうち、現時点での知見により、計測及び金銭表現が可能
　　　　　 な効果（便益）の対象期間における合計額

現在価値　（Ｂ）

　特記事項（Ｂ／Ｃ算出不可の理由等）

（４）　費用便益比

Ｂ／Ｃ

土地区画整理事業における費用便益分析マニュアル（案）

土地区画整理事業　伏見西部第三地区

□ あり （実施）　　　　■ なし（省略または算出不可）

平成３０（２０１８）年

令和５（２０２３）年

事業採択 ～ 供用後５０年

898.34

1.23

現在価値

405.05

2.47

合計　（Ｃ） 728.16

1,143.18

320.64
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No．６

１　事業の概要 担当：建設局都市整備部南部区画整理事務所

事業名 事業区間

延長又は面積 ： Ａ＝116.7ha 道路築造延長 ： Ｌ＝17,530m 仮換地面積 ： Ａ＝828,196m2 全体事業費 ： Ｃ＝280.00億円

令和５年度　京都市公共事業評価（再評価）事業調書

土地区画整理事業　伏見西部第四地区 伏見区横大路中ノ庄町他

事業の目的
及び概要

道路や公園等の公共施設と宅地のバランスがとれた総合的なまちづくり

　伏見西部地区は桂川と東高瀬川及び宇治川に挟まれた、北は名神高速道路、南は京都競馬場付近までの縦長の形
をしたエリアで、南北に国道１号が縦貫している。土地区画整理事業はエリアを５つの地区に分け、北側から順次実施
しており、第四地区は伏見西部地区の中間部にあたる。
　本事業は、隣接する地区と一体的に、都市計画道路外環状線をはじめとする道路や水路、公園等の公共施設の整
備改善を図り、無秩序な都市化を抑制し、健全なまちづくりを行うものである。

概略図

＜主な事業効果＞

・健全な市街地の形成

・生活環境の改善

・土地利用の高度化

横大路淀線

横大路中通

12号水路

外環状線側道

公

公

公

公

公

公

公

公

公

公
公

公

公

洛水

中学校

洛水高校

横大路

小学校

外環状線

国
道
１
号

③

②

Ｎ
箇所図

東
高
瀬
川

外環状線

国
道
１
号

第
二
京
阪
道
路

京都

競馬場

宇治川

中書島駅

油
小
路
通

桂川

土地区画整理事業

伏見西部第四地区

伏見西部

第三地区

伏見西部

第五地区

令和3年度まで

令和4年度

令和5年度

令和6年度以降

仮換地指定を示す

①

Ｎ

公

至 名神高速道路

＜整備のポイント＞

・横大路小学校の移転整備

・京都守口線から西は住居地区、

東は産業地区として再整備

4-13号道路
第一

第二

第三

第五

名神高速道路

京都競馬場

第四
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２　事業の必要性等に関する視点 土地区画整理事業　伏見西部第四地区
（１）　事業の進捗状況

道路築造 37.1 ％

仮換地指定 51.4 ％

その他

（設計費等）

前回　平成２３（２０１１）

変更　令和１３（２０３１）
年度  ％

（事業認可最終年度）

（２）　事業を巡る社会経済情勢や地域状況等の変化

（３）　上位計画における事業の位置付け等

（４）　指標による評価 （便益と費用の単位：億円）

＝ 1.23 490.80

快適で利便性の高い生活環境づくり伏見ルネッサンスプラン

令和４年度 令和５年度
令和６年度以降

進捗率（実施数量）

（決算額） （決算見込み） （予算額） 完了／全体
都市計画決定 昭和４６（１９７１）年度 全体事業費 280.00 億円

令和３年度まで

75.03 億円
6,510m/17,530m

工事着手 平成３（１９９１）年度 ― ― 億円

103.70 億円 2.36 億円 4.45 億円事業採択 昭和６３（１９８８）年度
（

内
訳
）

工事費 185.54 億円

425,420m2/828,196m2

仮換地指定
（第１次指定）

94.46 億円 47.63 億円 0.41 億円 0.44

― 億円 ― 億円 ― 億円

億円 45.98 億円 ―

― 億円

残事業費

―
進捗率

（執行事業費）
― 54.0 ％ 55.0

平成８（１９９６）年度

・平成３１年４月に阪神高速８号京都線がＮＥＸＣＯ西日本及び京都市へ移管された。ＮＥＸＣＯ区間は第二京阪道路へ編入され、京都市区間（稲荷山トンネル）は無料化された。ま
た、ＮＥＸＣＯへの移管に合わせて、名神高速道路と第二京阪道路を接続する（仮称）京都南ＪＣＴ事業が進められている。
・新名神高速道路の大津～城陽間（令和６年度開通予定）、八幡京田辺～高槻間（令和９年度開通予定）で工事が行われており、広域道路ネットワークの整備が進んでいる。

完成予定

年度別事業費 ― 151.33 億円 2.77 億円 4.89 億円

計画名 事業の位置付け（事業によって推進する施策・取組）

はばたけ未来へ！京プラン２０２５（京都市基本計画） 魅力と活力を高める市街地整備の推進

京都市都市計画マスタープラン　地域まちづくり構想 横大路地域（快適で安心・安全な居住環境の整備、住工共存のまちづくり）

％
56.8

121.01 億円
（見込み）

進捗状況
事業計画の変更等

・前回再評価時（平成３０年度）の対応方針：「これまでの取組により、京都守口線東側区域においては、約９０％の道路整備が完了している。また、地区全体の
土地利用も進んでいることから、今後も横大路小学校をはじめとする文教施設の早期移転に向け、更なる事業進捗を図る。」
・令和元年度に４－１３号道路（外環状線側道）の工事を実施し、令和３年度には横大路中通及び１２号水路の工事に着手した。また、第三、第四地区にまたが
る５号水路について、大型工場の移転が完了し、令和４年度に工事着手した。
・京都守口線西側から東側へ移転予定の企業、事業所について、物件調査や移転補償を行った。

京都市都市計画マスタープラン 土地区画整理事業の推進

事業の投資効果 費用便益分析 （B／C） 便益（Ｂ）　＝ 605.74 費用（Ｃ）　＝
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３　事業進捗の見込みの視点

　

４　対応方針案 ※該当する項目は、□を■に変更

対応方針

【参考資料等】

①横大路中通整備済区間 ②横大路中通南端の整備中区間 ③企業立地が進む横大路淀線

事業の実施のめど
進捗の見通し等

　■　事業継続　　　□　事業中止　　　□　事業休止　　　□　事業再開

理由

　本事業（第四地区）は、既に事業が完了した第一、第二地区及び事業中の第三、第五地区と一体的に、伏見西部地区の無秩序な都市化を抑制し、健全なま
ちづくりを行うものである。本事業の京都守口線東側区域においては、約９０％の道路整備が完了し、西側区域についても横大路中通や外環状線側道等の工
事に着手し、水路は東西区域ともに工事を進めている。また、地区全体の土地利用が進んでおり、引き続き、整備効果を発現させながら、事業進捗を図る必要
がある。
　以上のことから、本事業の継続は妥当であると考える。

　京都守口線西側区域については、地区内幹線道路である横大路中通及び１２号水路の工事を進め、早期の街区形成及び横大路小学校の移転に向けて取り
組んでいく。また、地域から早期の整備を求められている外環状線側道の工事を進め、事業進捗を図っていく。東側区域は約９０％の道路整備が完成しており、
引き続き、未整備道路や５号水路等の工事を進めていく。
　地区全体の宅地化率は８２．６％に進捗し、土地利用が進んでいる。今後も工事を進めつつ、物件調査や移転補償等の作業を進め、事業進捗を図っていく。

※宅地化率：公共施設以外の土地のうち、建築等で利用されている土地の割合。
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≪客観的評価指標≫ 土地区画整理事業　伏見西部第四地区

（１）　京都市基本計画における政策の体系と政策分野 ※■は、下の（２）で有効と判断する評価指標がある政策分野

■　環境 ■　市民生活とコミュニティ ■　市民生活の安全 □　スポーツ

■　産業・商業 □　農林業 □　大学

■　子ども・若者支援 □　地域福祉 □　健康長寿 ■　学校教育 □　生涯学習

■　危機管理・防災・減災 ■　土地・空間利用と都市機能配置 □　景観 ■　住宅 ■　道と公園・緑

■　消防・救急

（２）　事業の効果や必要性を評価するための指標　≪土地区画整理事業≫

環境 ■

■

市民生活とコミュニティ ■

市民生活の安全 ■

産業・商業 ■

観光 □

子ども・若者支援 ■

障害者福祉 ■

学校教育 ■

危機管理・防災・減災 ■

■

歩くまち □

■

■

■

すこやか ■　障害者福祉 □　保健衛生・医療

まちづくり
■　歩くまち ■　建築物

■　くらしの水

うるおい □　人権・男女共同参画 □　文化

活性化 □　観光 □　国際

※該当する指標は、□を■に変更、指標チェックの根拠を記入
　 計画変更等により、チェックが外れる場合は、■を□変更、外した理由を記入

政策分野とキーワード 指標（期待される効果）　※赤文字は主要項目 指標チェックの根拠又は外した理由

う
る
お
い

環境の保全・回復 市街地における雨水浸透を推進、ヒートアイランド現象の緩和や健全な水循環系の回復に寄与 歩道に透水性舗装を採用

都市の緑化を推進、ヒートアイランド現象の緩和や地球温暖化防止に寄与

活
性
化

事業環境の向上 新たな産業用地の創出等、産業・商業の振興 京都守口線東側の工業地域に企業を誘致

京都観光の振興 観光に関わる利便性向上やイメージアップ等、京都観光の振興に寄与

公園整備や街路樹の植樹

地域コミュニティの活性化 地域の交流機会が増える、居場所や活動の場として利用 公園整備

交通事故防止の推進 人と車両との分離等、安全な歩行空間を確保 都市計画道路に歩道を設置

す
こ
や
か

子育てしやすい環境づくり 学校や公園等が身近にある、子育てしやすい住環境の創出 京都守口線西側の住居地域に小中高校が所在

ユニバーサルデザインの普及促進 すべての人にとって安心・安全で利用しやすい、バリアフリーな公共施設を提供 都市計画道路に歩道を新設（バリアフリー基準に適合）

通学路の安全対策 通学路・児童の移動経路における交通安全性が向上、または新たな経路として利用 横大路小学校

土地・空間利用と
都市機能配置

土地利用の促進 無秩序な都市化を抑制、計画的・効率的な土地利用に寄与 整備面積116.7ha

魅力と活力のある都市づくり 区画が整った利用価値の高い土地を創出 街区の再編

地域防災力の向上 袋路・細街路の解消や移動経路の多重化等、地域防災力の向上 街区の再編

災害時の避難場所または避難経路として利用 公園の新設、区画道路網の整備

公共交通優先のまちづくり 鉄道駅・バスターミナルへのアクセス向上や交通結節機能の強化等、公共交通利用を推進

歩いて楽しいまちづくり ゆとりある歩道幅員や路面の整備等、快適な歩行空間を提供 歩道の新設・拡幅、段差の解消

資料3－P30



■

■

■

■

■

建築物、住宅 ■

■

道と公園・緑 ■

□

■

■

消防・救急 ■

■

くらしの水 ■

■

□

□

□

ま
ち
づ
く
り

土地の境界や登記等の権利関係が明確になった、安定的・安心な土地を提供 街区の再編

街区や町界・町名・地番の整理等、土地の配置を明確化、移動・輸送の効率化に寄与 街区の再編

新たな産業用地の創出等、雇用促進に寄与 京都守口線東側は工業地域に適した大街区を整備

建築物・住宅の良質化 既存建築物の建て替え促進等、建築物・住宅の良質化に寄与 既存建物の更新

接道義務への適合や利用価値の上昇等、土地の資産価値が向上 区画道路の幅員は住居系で６ｍ、工業系は８ｍで整備

新たな住宅用地の創出等、定住促進に寄与
京都守口線西側は住居地域に適した規模の街区を整
備

地域の主要渋滞箇所における渋滞緩和等、交通の混雑状況を改善

公園や緑地の整備等、快適な都市環境の創出・向上 公園整備

新たな住宅用地の創出等、良質な住宅の供給に寄与 京都守口線西側は住居地域として整備

都市環境の向上 事業区域内の都市計画道路を整備、都市計画道路網の形成を推進 横大路淀線、横大路中通

火災時の延焼遮断帯としての効果 幅員１２ｍ以上の道路整備

雨に強いまちづくり 事業区域内の河川・水路等の整備、浸水被害の発生リスクが低下 隣接地区と一体的に水路等を整備

上下水道やガス等の供給施設を面的に整備、都市施設の充実化に寄与 道路整備に合わせて上下水道、ガスの整備

安心・安全なまちづくり 袋路や細街路、密集住宅地等で、消防・救急活動に支障がある地域の解消 袋路の解消

特記事項

市街地における雨水浸透を推進、雨水の流出を抑制 歩道に透水性舗装を採用

その他の効果や必要性
（事業特有の効果・新たな

指標の追加等）
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≪費用便益分析（Ｂ／Ｃ）≫ ※該当する項目は、□を■に変更

事業名

Ｂ／Ｃ算出
Ｂ／Ｃ算出：前回評価時点から事業の効果・必要性・周辺環境に変化がなく、事業費の増加が
　　　　　　　 １０％以内の場合はＢ／Ｃ算出を省略、再評価の効率化を図る
　　　　　　　 （省略の場合、下の（１）～（４）は前回評価時点の内容）

（１）　算出条件

基準年 基準年：評価実施年度

供用年 供用年：完成年度

対象期間

算出手法

（２）　費用（Cost）
（単位：億円）

税込み 税抜き
現在価値：将来又は過去（対象期間）における金銭の価値を現在（基準年）の価値に換算した
　　　　　　　額（税抜き）

事業費 297.57 275.53

維持管理費 7.56 7.00

公共用地増加分に
相当する用地費

－ 107.84

（３）　便益（Benefit）
（単位：億円）

便益額
便益額：事業実施に伴う各種効果のうち、現時点での知見により、計測及び金銭表現が可能
　　　　　 な効果（便益）の対象期間における合計額

現在価値　（Ｂ）

　特記事項（Ｂ／Ｃ算出不可の理由等）

（４）　費用便益比

Ｂ／Ｃ

1,383.95

605.74

1.23

現在価値

353.99

1.81

135.00

合計　（Ｃ） 490.80

土地区画整理事業における費用便益分析マニュアル（案）

土地区画整理事業　伏見西部第四地区

□ あり （実施）　　　　■ なし（省略または算出不可）

平成３０（２０１８）年

令和１３（２０３１）年

事業採択 ～ 供用後５０年
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